
 

 

 

 

東松島市と日本
にっぽん

郵便
ゆうびん

株式会社との包括的連携に関する協定締結式について 

 

東松島市と日本郵便株式会社（市内郵便局及び石巻郵便局）は、平成２９年４月に災害発

生時の相互連携及び平常時の高齢者等の見守りなどの安全・安心面の協定を締結していまし

たが、今般、この協定内容を包含した上で、地域経済活性化、子どもの育成、さらには地方

創生にも資するため、改めて協定締結式を下記のとおり開催しますのでお知らせします。 

 

記 

 

≪ 協定期間 ≫ 令和２年１０月１日 ～ 令和３年３月３１日 

         双方の申し出がない限り１年ごとに自動更新 

  

 ≪ 協定締結式 ≫ 

 

１ 日  時  令和２年１０月１日（木） 午前１１時１０分から 

 

  ２ 場  所  東松島市役所本庁舎 ３０１会議室 

 

３ 協定事項  (1) 安全・安心な暮らしの実現に関すること 

(2) 地域の経済活性化に関すること 

(3) 未来を担う子どもの育成に関すること 

(4) 地方創生に関すること 

 

  ４ 出 席 者  日本郵便株式会社東北支社 古屋支社長ほか６名出席 

          東松島市 渥美市長、加藤副市長、小山副市長 各部長出席 

 

 

 

問い合わせ先：総務部総務課 秘書広報係 TEL0225-82-1111（内線 1267） 

定例記者会見資料 

令和 2 年 10 月 1 日 

総 務 部 総 務 課 

資料 ５－１ 



 

 

 

 

 

 

郵便局活性化推進事業「ICT を活用した空き家調査事業」及び開始式について 

 

総務省では、「郵便局活性化推進事業」として、郵便局と地方自治体の連携により、地域

の諸課題解決や利用者利便の向上を推進するため、モデル事業を展開しております。 

今年度、当事業を活用し、東松島市において、郵便局の通常の集配業務の中で、電子タブ

レットを利用して市内の空き家物件の把握等を行い、今後の本市の空き家対策や移住・定住

施策に活用するため、「ICT を活用した空き家調査事業」を実施いたします。 

つきましては、当事業の開始式を下記のとおり開催しますので、取材方よろしくお願い申

し上げます。 

 

記 

 

≪ 事業期間 ≫ 令和２年１０月１日 ～ 令和３年３月３１日 

・開始式     ： １０月１日 

         ・実証実験    ： １０月～１２月 

         ・調査とりまとめ ： 令和３年１月～３月 

 

 ≪ 開 始 式 ≫ 

 

１ 日 時  令和２年１０月１日（木） 午前１１時４０分頃から 

（包括協定締結式終了後） 

  ２ 場 所  東松島市役所 本庁舎車庫前 

 

３ 内 容  （1）事業概要説明 

（2）挨拶（東松島市長、日本郵便株式会社東北支社長） 

      （3）テープカット 

      (4) 調査員出発 

 

  ４ 出席者  総務省情報流通行政局郵政行政部企画課 小杉課長補佐 

日本郵便株式会社本社 篠原改革推進本部長兼地方創生室長 

日本郵便株式会社東北支社 古屋支社長 

         東松島市（渥美市長等） 

 

 

問い合わせ先：復興政策部復興政策課 基地対策・地域振興係 

TEL0225-82-1111（内線 1264） 

 

 

定例記者会見資料 

令和 2 年 10 月 1 日 

復興政策部復興政策課 

 

資料 ５－２ 


